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①－３ 噴火湾周辺地区 鹿部沖漁場 

 

 

 



選定調書１

事業実施の際に

使用を想定している

地区名 漁場名 設置場所 水深ｍ 底質 対象魚種 対象漁業
地元（漁業者）の

要望・意見
魚類の特性 漁業の特性 施工性

耐久性
安定性

魚礁ブロックと理由

鹿部沖
漁場

ホッケ、ヒ
ラメ、アイ
ナメ、ソイ
類、カレイ
類、タコ、
スケトウダ
ラ

一本釣り
漁業、刺
し網漁
業、たこ
漁業

砂礫68m鹿部町沖合

魚礁ブロック選定理由調書

北海道
噴火湾
周辺地
区

○漁業者の要望から
・天然礁の周辺に配置可能で、
天然礁を模す高さを構築できる
魚礁。

○魚類の特性・漁業の特性から
・当海域の沿岸では藻場ビジョ
ンに基づく漁場整備により、ソ
イ類の育成効果に配慮した環境
が形成されているため、ソイ類
の育成を考慮して高さがあり、
複雑な内部空間や陰影を構築で
きる魚礁。
・回遊しているホッケが蝟集す
る高さのある魚礁。
・刺し網漁業の利用状況から、
変化する潮の流れの方向にあわ
せて刺し網を敷設できる円形配
置。

○近隣漁場の状況
・道南の函館住吉魚礁では、FP
魚礁3.00型の3段積みでソイ類の
良好な蝟集が確認されている。
（令和元年度 生物調査時）

○選定のポイント
・以上により高さと内部空間が
確保できる山積構造が可能なFP
魚礁3.00型を使用する。

名称 設置箇所 施設対象
選定の際に考慮する事

機能面・生産 　工法・構造
経済性

の検証

・投資効果
は2.09と算
出してお
り、充分な
効果が見込
める。

・過去からの
魚礁設置工事
で破壊・破損
しない事を確
認済み。

・主な材質は
生コンを使用
し最低30年の
耐久性があ
る。

・設置海域に
おいてブロッ
クが滑動や転
倒する事が無
い事を計算で
確認済み。

・近隣の港内
で製作ができ
ないため、ブ
ロックの陸上
運搬が可能で
あること。

・ほっけ、めばる刺し網
漁業の優良漁場となって
いる天然礁漁場に隣接す
るように魚礁整備するこ
とで、優良漁場を拡大し
て欲しい。

・ソイ類は成長とともに
藻場から岩礁域に移動す
る。岩陰や岩の裂け目、
穴などに潜み、付近を遊
泳する餌料生物を捕食す
る。

・ホッケは索餌や産卵の
ために回遊し、動物性プ
ランクトンや幼稚魚を捕
食する。体長が大きくな
ると（35cm前後以上）、
岩礁域に定着する。

・刺し網漁業は、主にソ
イ類、ホッケを対象とし
て、魚礁の周辺で流れの
方向に合わせて操業す
る。

※なお、鹿部沖漁場の新
設予定の箇所以外の海域
で、カレイ、スケトウダ
ラを対象とした刺し網漁
業やタコ漁業が行われて
おり、一本釣り漁業につ
いても沖合で全域的に操
業されている。
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凡　　例

今回検討箇所

凡　　例

FP魚礁3.00型

1個あたり空m3=27.00空m3

27.00空m3×129個=3,483.00空m3

a-a'〈山積み配置〉




